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南‐中央アルプス横断地震探査によって解明された中部日本南東部地殻
構造と外帯構造の変形過程復元

Crustal structure and its deformational process of the Outer zone in the
southeastern border of the central Japan
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中部日本南東部は中期中新世における日本海拡大と伊豆弧の衝突開始により，地体構造が屈曲
し，赤石構造線・光明断層と糸魚川-静岡構造線によって大きく左横ずれされている地域であ
る．従って本地域の地殻構造から中期中新世以降の変形過程の記録を読み取ることが期待され
る。そこで中部日本南東部の地殻構造を解明するために，2008年10月，南-中央アルプス横断地
震探査を実施した。測線は中央アルプスから南アルプスを越える全長約90kmという長大なもの
である．南アルプスでは測線が国立公園を通ること、大型バイブレータの進入ができないことな
どから、発震数が少なくならざるを得なかった。低重合でも深部構造を解明することが十分可能
であるので，この測線に対応した最良の仕様で臨んだ．
 低重合であることから標準的な処理ではなく，1ショットずつノイズの大きな受振記録を排除
して処理をした後，スタックするという手法を用いた．また2005年度「糸魚川-静岡構造線断層
帯における重点的な調査観測」(Ikeda et al., 2009)データを本探査東端部データに結合して一体
処理を行うことによって、測線を実質的に20ｋｍ東方に延長した。
 処理の結果得られた反射断面は、外帯と内帯ではその特徴が大きく異なる。内帯は西南日本と
同様水平に近い構造が卓越するので、地表地質情報が直ちには使用できない。そこで本報告では
多数の反射面が認められ、かつ地下に延長可能な地表地質データも豊富な外帯の断面を活用し
て、変形過程を考察する。
 反射断面図では,深度15km～60kmにかけて大規模な西傾斜の反射面が複数見られるが,外帯浅
部では，広範囲に卓越する東傾斜と，西傾斜の反射面が混在しており，これらは現在地表で見ら
れるMTL直下で切断されている．この複雑な反射面を解釈するために，西南日本外帯の標準的
な構造として，四国-中国横断地震探査(Ito et al., 2009)および紀伊半島西部(松岡,2000MS)を初期
条件として採用し、合理的な屈曲過程が可能となるよう断面の解釈作業を行った。その結果、次
のような重要な推定に到達した。



１．秩父帯と四万十帯は広範囲にわたって東傾斜の構造を示すが、その構造は屈曲と赤石構造線
・光明断層による大規模左横ずれ断層運動によって合理的に説明できる。
２．初源的なMTLは大規模左横ずれ断層によって切断されており、現在地表で見られる北北東
方向・鉛直MTLは，光明断層の延長と見なすことができる．
３．外帯下部は伊豆弧衝突後の沈み込みにより大規模に構造的侵食を受けている．
４．糸魚川静岡構造線東方の活断層群（下円井・市之瀬断層など）は衝突開始時の古い沈み込み
構造から派生したものである。活断層群の下部延長では深度十数km付近で微小地震活動があり
(武田, 2007)、そのメカニズムは旧構造に断層面が平行な逆断層タイプである(今西他, 2006)。
５．伊豆弧衝突開始から現在に至るまでに厚さ数10 kmに及ぶ伊豆弧側の物質が沈み込んでい
る．
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